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週

課題と読書








１
9.29
授業と課題への紹介。自給持続可能なアジアにおける農村生活。



課題：「奇跡の種子と遺伝子多様性の破壊」。授業中。
２
10.5
開発の主な問題点
グスタボ・エステバ「開発」

３
10.12
開発の思想と歴史
マジッド・ラーネマ「貧困」
４
10.19
貧困の定義と測定の曖昧さ



アマルティア・セン『福祉の経済学』よりの第三章「効用、欲望、幸福」
５
10.26
途上国における環境保全と生物多様性

アマルティア・セン『福祉の経済学』よりの第三章「効用、欲望、幸福」
アンダーソン「人口調査、地図、博物館」

６
11.2
アジアにおける農村部の持続可能な生活
アンダーソン「人口調査、地図、博物館」（博士課程の渡部君の話に関連する）
７
11.9 
中間テスト。必修。
８
11.16
開発政策

チェンバース、『参加型開発』

９
11.30
ジェンダーと開発 Ｉ: 経済活動への貢献の中の男女区別

伊藤るり「女性の経済活動への参加 ～ 世界経済の展開とジェンダー」
１０　　12.7　　ジェンダーと開発 II：　国際経済の中の安価な労働力
マリア・ミース、　『国際分業と女性』
１１
12.14
開発と厚生政策: 開発を止めるＨＩＶ/エイズへの作戦



服部雅博『HIVと暮らす』
１２
12.21
開発と厚生政策: 開発を止めるＨＩＶ/エイズへの作戦



世界銀行『経済開発とエイズ』
１３
1.11   最終テスト。必修。授業中。
授業の記述と説明：

この授業では、東南アジア開発がもたらした問題点について検討していく。問題に直面する地域の人々と「サステイナブル・ディヴェロップメント」という諸対策を探求する。
 

授業内容とやり方：タイを中心に、東南アジア本土の貧困地域に関連する３つの開発問題を検討する:

①農村部の持続可能な生活　②ベーシックニーズとヒューマンセキュリティの成就　③ジェンダーと開発　④厚生政策　に関する輪読文献を読みながら検討していく。そして経済過渡期、国際分業に関わる職場でのジェンダー役割・HIVエイズとそのコストなどの問題点を考慮する。
こうしたトピックの検討を続けるため、履修者は少なくない文献の消化が求められる。
各回の輪読文献は学生全員が読後参加することを想定している。授業は毎週に課題資料が決められており、学生はこれらを読後に授業に参加することを前提とする（輪読形式）。課題資料に関する発表、ディスカッションへの積極的な参加が求められる。学期の第３週から学生が輪読文献に関する１０分のミニ発表を行う。またテキスト等に記述され、表現される事象を、履修者自身が多角的に検証しなければならない。このため、書籍以外に、インターネットや各種データベースを介した１次資料の検索も頻繁に行うこととなる。予め理解しておいて頂きたい。
評価方法：課題提出状況、各自担当の輪読ミニ発表、及び中間テスト、最終テストによって最終的な評価を行う。
 
必須文献　：　12週間、1週毎に下記の資料からの抜粋が授業で配布される。
1. ベネッディクト・アンダーソン「人口調査、地図、博物館」（『想像の共同体』より）
2. グスタボ・エステバ「開発」ヴォルフガング・ザックス編『脱開発時代』より
3. マジッド・ラーネマ「貧困」　ヴォルフガング・ザックス編『脱開発時代』より
4．ヴァンダナ・シヴァ「奇跡の種子と遺伝子多様性の破壊」『緑の革命とその暴力』より
5．マリア・ミース「国際資本が第3世界女性を再発見する」　『世界システムと女性』より
6. 伊藤るり「女性の経済活動への参加」『ジェンダーの社会学』より　1989年
7．チェンバース、ロバート　『参加型開発と国際協力』　1997年
8. 服部雅博　『ＨＩＶと暮らす』
9.世界銀行『経済開発とエイズ』
参考文献：
12．食料提供について：藤岡幹恭・小泉貞彦『農業と食料がわかる辞典』日本実業出版社2004年

13．持続可能な生活と所得：小池浩一郎・藤崎成昭　『森林資源勘定』アジア経済研究所　1997年

14．持続可能な土地使用：藤崎成昭　編　『地球環境問題と発展途上国』アジア経済研究所1993年
15．萩原　なつ子
「観光開発と女性～マレーシア・ペナン島における事例調査から」
（原ひろ子　編
『ジェンダー』より）　　新世社　1994年

16．原　伸子　編　『市場とジェンダー』法政大学出版局　2005年　
 
評価方法：
１１月９日に中間テスト、1月に最終テストが行われる。必修です。
最終評価の比重： 中間テスト　４０％
最終テスト　６０％
